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「議会だより」は環境保護のため再生紙を使用しています。

　　　　　　

　　　　 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　

　　　　 　　

　　 　　

　

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問　

現
在
、
更
新
中
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答　

県
が
公
表
し
た
真
間
川
の
洪

水
浸
水
想
定
区
域
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
令
和
４
年
３
月
の
完
成
を
目

指
し
、
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　

避
難
指
示
の
発
令
や
避
難
所

の
開
設
状
況
等
の
情
報
は
、
ど
の

よ
う
に
発
信
し
て
い
ま
す
か
。

答　

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送

を
基
本
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
緊
急
情
報
エ

問　

妊
産
婦
健
康
診
査
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答　

妊
婦
健
康
診
査
は
、
妊
婦
の

健
康
管
理
の
充
実
及
び
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
り
、
安
心
し
て
出

産
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
診
察
な

ど
を
行
う
も
の
で
、
14
回
分
の
検

診
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
産

婦
健
康
診
査
は
、
現
在
助
成
等
を

行
っ
て
お
ら
ず
、
近
隣
市
の
動
向

を
踏
ま
え
必
要
な
体
制
の
整
備
な

ど
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
里
帰
り
出

問　

利
用
状
況
と
利
用
者
か
ら
の

要
望
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

利
用
者
数
は
、
令
和
元
年
度

13
万
１
千
843
人
、
令
和
２
年
度
８

万
７
千
445
人
と
、
コ
ロ
ナ
禍
と
な

っ
た
令
和
２
年
度
は
令
和
元
年
度

と
比
べ
約
34
％
減
少
し
、
令
和
３

年
７
月
末
現
在
で
は
、
若
干
回
復

傾
向
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
ま

で
に
は
回
復
し
て
い
ま
せ
ん
。
利

用
者
全
体
の
約
80
％
を
60
歳
以
上

の
方
が
占
め
、
公
共
施
設
、
商
業

施
設
、
医
療
施
設
な
ど
へ
の
移
動

リ
ア
へ
の
掲
載
、
か
ま
が
や
安
心

ｅ
メ
ー
ル
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
広
報

車
な
ど
に
よ
り
情
報
を
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
災
害
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
テ
レ
ビ
の
デ
ー

タ
放
送
を
活
用
し
発
信
し
て
い
ま

す
。

問　

避
難
指
示
が
出
た
場
合
、
市

民
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
れ
ば

良
い
で
す
か
。

答　

ま
ず
は
ご
自
身
が
い
る
場
所

が
避
難
指
示
の
対
象
に
な
っ
て
い

産
が
で
き
ず
、
家
族
の
援
助
を
受

け
ら
れ
な
い
方
な
ど
へ
の
産
後
の

支
援
体
制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
ふ
れ
あ

い
事
業
の
家
事
育
児
支
援
の
他
、

養
育
支
援
が
必
要
な
家
庭
に
保
健

師
等
が
訪
問
し
、
必
要
な
支
援
を

行
う
養
育
支
援
訪
問
事
業
、
一
時

的
に
児
童
の
養
育
が
困
難
な
場
合

に
指
定
施
設
で
児
童
を
預
か
る
子

育
て
短
期
支
援
事
業
、
援
助
を
受

け
た
い
依
頼
会
員
と
援
助
を
行
い

手
段
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
市

民
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者

か
ら
は
、
車
両
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
運
転
免
許
証
返
納
者
へ
の
対
応
、

乗
り
切
れ
な
い
一
部
路
線
へ
の
対

策
、
運
行
ル
ー
ト
や
本
数
増
便
な

ど
の
要
望
が
あ
り
ま
す
。

問　

運
行
の
課
題
と
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、
利
用
者
が
減

少
す
る
な
ど
、
今
後
の
運
行
計
画

る
か
、
危
険
な
地
域
で
あ
る
か
な

ど
の
情
報
を
収
集
し
、
次
に
避
難

先
や
避
難
方
法
を
決
定
し
、
安
全

を
確
保
し
つ
つ
避
難
行
動
を
取
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

た
い
提
供
会
員
で
構
成
さ
れ
る
会

員
組
織
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
が
あ
り

ま
す
。

の
検
討
に
あ
た
り
、
需
要
予
測
が

難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
新
た
な

運
行
計
画
の
実
現
は
難
し
く
、
当

面
は
現
在
の
運
行
を
継
続
し
、
利

便
性
の
向
上
や
持
続
可
能
な
運
行

が
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
台
風
や
豪
雨
災
害
の
対
策

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
心
・
安
全
に
妊
娠
・
出
産
・
産
後
を

支
援
す
る
体
制
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

後
　
関
　
俊
　
一
　
議
員

富
　
田
　
信
　
恵
　
議
員

中
　
村
　
潤
　
一
　
議
員

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

問　

令
和
２
年
３
月
会
議
に
お
い

て
、
気
候
非
常
事
態
宣
言
に
関
す

る
陳
情
が
採
択
さ
れ
、
本
市
と
し

て
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
調

査
研
究
を
行
う
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
検
討

を
し
ま
し
た
か
。

答　

気
候
問
題
は
、
広
範
囲
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に

お
い
て
も
、
県
を
含
む
各
市
の
動

向
を
注
視
し
、
気
候
非
常
事
態
と

な
っ
た
大
き
な
要
因
で
あ
る
地
球

温
暖
化
に
対
す
る
「
二
酸
化
炭
素

問　

本
市
の
家
族
介
護
者
支
援
の

取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

主
に
３
点
あ
り
、
１
つ
目
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
市
が
共
催
で
、

介
護
者
の
交
流
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
目
的
と
し
た
介
護
者
の
集
い
を

月
に
１
回
開
催
し
、
参
加
者
同
士

で
介
護
情
報
の
共
有
や
相
談
で
き

る
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
参
加

者
か
ら
は
、「
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。」「
悩
み
を

相
談
で
き
て
よ
か
っ
た
。」
な
ど

の
感
想
が
あ
り
、
気
分
転
換
や
悩

み
の
解
消
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
つ
目
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
主
催
に
よ
る
介
護
者
教
室
を

年
２
回
か
ら
３
回
開
催
し
、
福
祉

用
具
の
体
験
や
介
護
予
防
体
操
な

ど
、
介
護
の
知
識
と
ご
自
身
の
健

康
を
保
て
る
よ
う
様
々
な
内
容
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
３
つ
目
に
、

問　

下
校
途
中
の
小
学
生
が
死
傷

し
た
八
街
市
の
事
故
を
受
け
て
、

国
は
全
国
公
立
小
学
校
の
通
学
路

の
総
点
検
の
実
施
を
示
し
ま
し
た

が
、
今
回
の
総
点
検
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

こ
れ
ま
で
の
道
路
が
狭
い
、

見
通
し
が
悪
い
道
路
等
に
加
え
、

見
通
し
の
よ
い
道
路
や
幹
線
道
路

の
抜
け
道
に
な
っ
て
い
る
道
路
な

ど
、
車
の
速
度
の
上
が
り
や
す
い

箇
所
や
大
型
車
の
進
入
が
多
い
箇

所
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
の
事
例
が

あ
っ
た
箇
所
な
ど
、
96
か
所
を
危

険
箇
所
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。
一
連
の
点
検
に
よ
り
、

通
学
路
の
危
険
箇
所
を
確
認
し
、

状
況
に
応
じ
た
安
全
対
策
を
早
期

に
実
施
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い

き
ま
す
。

問　

児
童
生
徒
１
人
１
台
の
学
習

問　

西
道
野
辺
地
区
の
市
道
３
８

４
６
号
線
と
市
道
３
８
５
６
号
線

の
交
差
点
付
近
に
お
い
て
、
横
断

歩
道
の
な
い
箇
所
を
横
断
す
る
方

が
増
え
て
大
変
危
険
な
状
況
で
あ

る
と
地
域
の
方
か
ら
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
西
道
野
辺
地
区

は
、
高
齢
化
率
が
高
い
地
域
で
も

あ
る
た
め
、
特
に
高
齢
の
方
が
市

道
３
８
５
６
号
線
を
横
断
す
る
際

に
不
安
を
感
じ
て
お
り
、
横
断
歩

問　

地
域
に
お
い
て
最
も
身
近
な

相
談
相
手
で
あ
る
民
生
委
員
の
本

市
に
お
け
る
配
置
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

６
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
定
数
を
145
名
、
主
任
児
童

委
員
の
定
数
を
12
名
、
合
計
157
名

と
し
て
い
ま
す
。
課
題
は
、
欠
員

が
生
じ
た
場
合
の
新
た
な
担
い
手

の
不
足
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

問　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び

主
任
児
童
委
員
１
人
あ
た
り
の
年

間
平
均
活
動
日
数
は
約
98
日
で
あ

り
、
大
変
な
活
動
で
あ
る
に
も
か

排
出
ゼ
ロ
の
表
明
」
と
併
せ
て
検

討
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

が
率
先
し
て
こ
れ
ら
の
宣
言
な
ど

を
表
明
す
る
こ
と
で
、
市
内
外
に

対
し
て
地
球
温
暖
化
防
止
の
取
組

に
対
す
る
意
識
づ
け
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
、
令
和
５
年
度
か
ら

の
次
期
鎌
ケ
谷
市
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
（
区
域
施
策
）
の
策

定
に
併
せ
、
宣
言
の
表
明
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

在
宅
介
護
等
に
関
す
る
相
談
を
高

齢
者
支
援
課
の
窓
口
と
市
内
３
か

所
に
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
計
４
か
所
で
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。

用
端
末
が
各
学
校
に
導
入
さ
れ
ま

し
た
が
、
学
校
に
来
る
こ
と
が
で

き
な
い
児
童
生
徒
の
教
育
の
機
会

を
確
保
す
る
遠
隔
授
業
の
活
用
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

学
校
と
家
庭
の
間
を
動
画
で

つ
な
げ
る
な
ど
の
実
証
実
験
を
進

め
、
コ
ロ
ナ
禍
の
学
級
閉
鎖
等
に

限
ら
ず
、
不
登
校
支
援
な
ど
様
々

な
学
習
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

道
の
設
置
な
ど
の
要
望
が
あ
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
市
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

答　

当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
方
々
か
ら
、
旧
銀
行
南
側
の

横
断
歩
道
を
約
40
ｍ
北
側
の
交
差

点
付
近
に
移
設
し
て
欲
し
い
と
い

う
要
望
を
受
け
て
い
ま
す
。
市
と

し
て
も
、
鎌
ケ
谷
警
察
署
と
協
議

し
、
横
断
歩
道
の
移
設
な
ど
を
含

め
て
対
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

か
わ
ら
ず
、
報
酬
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
役
務
の
提
供
に

対
し
て
支
給
さ
れ
る
活
動
費
を
引

き
上
げ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
仕

事
は
、
訪
問
や
相
談
支
援
の
み
な

ら
ず
、
地
域
福
祉
活
動
、
調
査
や

実
態
把
握
、
会
議
な
ど
に
よ
る
対

応
回
数
も
多
く
非
常
に
多
忙
で
負

担
が
大
き
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
30
年
度
よ
り
、
活
動
費

と
し
て
支
給
す
る
報
償
費
を
一
律

７
千
900
円
引
き
上
げ
ま
し
た
。

気
候
危
機
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
在
宅
介
護
に
つ
い
て

教

育

行

政

に

つ

い

て

南
部
地
区
に
お
け
る
道
路
行
政
に
つ
い
て

民

生

委

員

に

つ

い

て

佐
　
藤
　
　
　
剛
　
議
員

葛
　
山
　
繁
　
隆
　
議
員

矢
　
崎
　
　
　
悟
　
議
員

鈴
　
木
　
哲
　
也
　
議
員

佐
　
竹
　
知
　
之
　
議
員
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